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｜
、
何
で
あ
る
切
か
よ
く
知
名
な
い
が
．
け
ン
ズ
ク
リ
ッ
ト
語
な
ど
に
通
暁
Ｌ
、
〉
マ
机
が
天
台
山
下
の
専
門
職
と
為

と
め
今
、
了
い
辰
の
了
は
な
か
ろ
う
か
。

末祁の黒□白きとも亘室十篭とも隅↓Ｖ・現倖する心のほぼ九十巻、あまり多くて・通読のいと

手をもたびいが-見たかぎ〃了口〉ての詩口すぐ桐『Ⅲ｛蝉棉噂』が八博輿典聴・具一月富塊前格．感

奮
購
馥
」
沽
匂
廃
窮
Ｖ
一
と
い
う
の
口
よ
く
当
っ
て
い
ぢ
。

八
塞
記
・
師
ｖ
言
詩
宋
詞
欣
童
一
目
の
・
の
．
》
・

標
記
⑦
本
芝
一
九
七
四
年
四
月
一
一
十
四
日
に
購
う
辰
ま
ま
ぼ
フ
丁
漏
「
・
た
嗣
垂
紹
介
す
る
・
作
品
に
口
裸
音
符

考
至
う
け
、
「
作
言
」
「
注
篝
」
「
語
篝
」
の
二
項
に
分
け
了
頴
毫
卜
調
販
す
》
シ
”
字
や
雲
⑦
「
汗
一
己
」
の
一
頂
。
２

字
篝
一
菖
至
ロ
？
崇
出
謎
土
俵
。
亡
崇
能
詩
臺
。
霊
愈
菫
南
堤
遁
蓉
遥
信
，
雲
具
家
-
使
箒
賦
請
一
ァ
援
筆
諏
就
Ｗ

，鯛宿檮〃雪臥匪局軒過。言是有邑・黒人繊痩ン逼冒侵信瓶・雛突書。言巳一日出〃騎弱馬／２

從小巽奴，黄←ロ錦簔？渥所得〃毒一二授雪中〃及暮〃鶴足之・非パ絆雫-幸手日華叩此・龍尚苛詫，ｇ

鋤洲蕊纈鎮蕊籠霊嶺澪蕊御藤鑪野延溌鼈蕊龍誰４

『
雪
談
孤
信
不
遇
，
一
伽
所
爲
一
嘔
爬
之
語
乃
日
岳
高
砂
。
萬
今
託
古
，
此
栩
微
事
，
六
詞
一
一
一
悠
庭
之
蓋
‘
何
至

椙嚇乃雨？人《睾一短・堂一蕊・壷以臺表漂う尾。奏爲驚蜑調．』

「注程」け重いマ、、「一語雲」達列挙する。濤字表記はかえ尺とご弓び高ろ．

涯門太守行雲霞鼓叡彗妻雲豐霊域上，叡八的減地已快振打壁Ｊ、．載甲鯛》蚕挿閃爆雷？向書陽

嚥駒砂剛賊熊陶臘聯斯馴撫購醗臘騨職勝臘隙聯餅脇朧臘砺剛賑艇鯉職腕贈腿臘剛，靭溌煎腱糾綱諜涛溌臘鄭瞬騨撚駕鴨剛§蝋＃
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》津Ⅷ餅渉糾繧部鰔劇縦帽一語數朗鵬鯆城伽脈識仙獺嚥錫鯛鵬洲艫帥鯏舗訓剛叶舶鵬側浄碓諦卵鱸州

蔚
天
真
也
見
不
到
花
薫
飼
飛
霜
→
Ｊ
〃
只
貝
副
墜
落
的
紅
両
〃
釦
那
碕
剥
望
垈
琴
〃
参
潭
不
斉
壇
票
綴
雷
。
一
、

浩
歌
天
地
造
〃
南
風
将
山
咲
成
平
地
〃
造
物
飼
上
帝
夷
派
遣
天
呉
。
移
動
誉
温
水
・
一
士
母
所
属
飼
桃
筏
可
以

漏紅千万沢〃彰祖巫威可以講一日茸不一邦〃但人主任不及盲年〃値些言毛和聰罵距逓天涯苗下参差足
３

・
礎
，
大
沼
的
春
光
，
楊
柳
樹
含
薑
鋼
煙
。
弾
學
飼
玉
人
罰
我
多
唱
幾
杯
瘤
〃
蝿
説
人
生
荒
世
〃
恢
過
一
世
，
不
能
７

長
久
何
磁
太
壷
亭
罰
揃
不
鵬
浪
欽
稲
１
丁
藝
宇
世
上
的
英
苧
本
末
就
浪
尭
信
其
、
壼
雫
套
雲
遥
遥

到
府
主
人
那
只
有
實
此
隷
線
臺
繍
葱
国
的
平
豪
言
了
ノ
誇
懐
念
平
景
言
就
讓
我
椚
用
酒
来
祭
祖
他
姻
↓
漏
壺
的
水
ｓ
：
一

一
直
演
個
不
檮
〆
篠
侭
蕾
月
冗
早
落
下
〃
薗
娘
鯛
頭
髪
已
経
稀
薄
褐
不
能
再
椀
了
・
言
到
了
秋
天
餉
山
已
長
出
了
Ｓ
・
４

新
鯛
縛
蒙
，
我
這
年
寶
有
為
的
男
子
濤
庵
能
再
受
授
於
人
虎
？
《
←
｛
｜
ｌ

秦王飲酒秦王騎言亮巡遊八荒，他侃帯蕾的宝剣，照射雷天空上天自然壹監。太陽散薑太・陽癸

出
了
玻
璃
的
声
音
，
岩
劔
飼
硬
室
飛
忌
、
従
肚
天
下
太
平
。
在
大
龍
頭
倒
蕾
酒
懲
調
各
個
酒
量
宋
唱
２
金
措
倣
成
的

マ
マ

龍琶声夜雲響個不淳〃伺庭湖的雨水因聴到室戸而宋。酒喝到暢快時惨但調月一元能副行”う天空上白

緊密海，東方已呈現了魚白色、可是宮門飼掌睾却報才ロー更時〈力児！花獄上玉鳳的歌声畏那砺儲

一

弱叫人主檮。這崇飼癒杳清沓淡雅シ黄餓跳看藷，壺掌隷酒宋領祝千秋長寿仙人紺的蝋燭管出軽微

マ

《

。

《

一一的火焔〃神壮青琴己感動褐服涙泓泓流呪１》ゞ
《一￥ゞ
殿ゞ｝，良ゞ
“・

星
〆
。
“
-
一
●
『
●
◆
吟
島
や
や
ｇ
、
８
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金
銅
仙
人
詩
漢
歌
雲
武
帯
的
陵
墓
上
突
然
末
了
秋
風
害
フ
夜
雲
聡
到
馬
叫
声
‘
天
完
時
却
洩
不
到
廉
跡
，
含

日
離
師
閑
欄
干
秀
的
桂
樹
上
開
故
奮
秋
吉
的
詑
二
一
羊
六
宮
閉
蛇
方
已
生
長
蕾
士
托
和
霊
字
＠
魏
朝
飼
宮
官
牽
着

壼
直
宿
千
里
対
閉
地
万
寿
〃
走
出
了
東
關
少
凛
烈
的
密
風
刺
人
的
服
購
，
金
銅
人
杢
夷
漢
朝
而
出
了
宮
門
Ｐ
卯
今

君
上
已
死
ソ
同
億
忽
来
〆
不
免
俺
下
了
服
涙
・
託
得
昔
日
妻
達
到
關
外
去
時
〃
好
多
餉
宮
な
送
行
爺
威
陽
・
這
上
ノ

那
建
離
信
別
言
，
上
天
扣
宗
畏
盲
借
的
話
，
上
天
也
会
因
此
而
麥
壱
的
，
携
帯
薑
捧
露
盤
上
飼
玉
人
柱
自
宗
到
這

荒
涼
鯛
地
方
／
難
関
損
城
已
長
根
遠
了
，
渭
水
銅
水
声
到
此
已
是
恨
小
閉
了

老
夫
様
玉
歌
株
玉
狗
採
玉
桐
ソ
一
定
妻
様
到
碧
王
呵
ｊ
杷
乞
離
威
帝
援
，
徒
然
蒻
色
藤
菅
桐
ノ
裁
弩
係
王
老

翁
，
忍
訊
受
票
／
｜
バ
ー
毒
只
慾
下
雨
〃
一
下
な
雨
宋
ゞ
菫
渓
的
水
流
誌
弁
別
不
出
壱
三
ｊ
，
残
也
只
好
在
山
頭
４

会
濤
子
過
日
〃
杜
需
悲
瘍
一
町
啼
血
就
加
同
我
鯛
脹
涙
桐
。
壼
渓
的
河
生
不
薑
款
誠
人
〃
｜
不
小
（
身
死
河
衷
，
千
勿

耳
震
阿
頚
恨
蓄
渓
水
・
山
腰
侭
，
風
雨
狼
打
任
柏
尉
上
発
出
了
蘋
叫
声
，
倒
宗
扣
掛
縄
？
緑
烟
晏
裏
，
天
気
蜜
冷

了星項成白・満逼恕了家雲釧小卿暹隷，坐圧古臺Ｅ土可憐書我那雄一荏家的核子凋ソ不知這吐椚将馴

加
同
過
冬
？

４

篝
家
洞
急
促
閉
行
車
任
沙
上
定
雪
発
出
了
侭
促
的
声
、
盲
，
軍
士
椚
個
個
箒
蕾
囚
天
飼
角
弓
侃
帯
冨
育
石
敵
成

《
的
箭
頭
，
軍
摸
閃
閃
-
銅
鼓
大
囑
，
大
声
地
作
猿
疾
飼
啼
叫
声
〃
径
勧
蓄
盛
箭
器
，
頭
上
載
蕾
窮
巾
，
脛
上
釧
書

栢
帯
，
爬
任
手
斜
閉
山
腰
上
，
渓
頭
地
帯
，
射
創
隊
試
像
葛
花
盛
教
一
般
。
晩
間
山
潭
票
白
霧
籠
室
，
敲
打
旨
寵

藪
好
像
潭
襄
的
白
壼
任
狂
叫
善
，
竹
倣
箭
陳
飛
義
一
様
直
射
言
金
沙
ノ
到
暴
僚
間
這
的
簿
菅
壽
線
罎
同
家
，
官
軍

出
載
不
得
舅
塞
，
却
誤
瀦
了
容
州
蛮
泥
！

§圃臨縢醸餓朧睡騨鮮罵隣墜窪霊蕊霊霊洲窯蕊謬鴬誉
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“
ｊ
阜
・
．
’
９
・
・
’
。
ｅ
一
◇
与
凸
凸
》
．
〆

０

是
長
刀
直
立
〃
見
不
到
福
琴
扣
占
箏
飼
弾
奏
・
星
上
鯛
憤
傑
-
地
上
閑
粗
鋼
〃
紅
色
照
人
〃
陽
売
照
看
大
笑
飼
項

王
〃
而
墳
王
燭
然
未
醇
嘱
！
苑
増
一
頁
飼
害
琶
瞭
下
餉
宝
釧
っ
示
憲
項
王
殺
沫
竺
，
霞
祷
項
荘
更
即
帯
恕
舞
，
瓠

刺
殺
賄
公
〃
皆
未
得
暹
。
廊
這
材
官
小
臣
何
階
霊
靜
馬
堤
Ｉ
聖
上
鯛
真
人
定
赤
帝
鯛
子
孫
洞
〃
陀
所
邑
飼
芒
楊
地

方
／
瑞
雲
廻
天
ノ
威
陽
王
気
清
加
水
‘
正
是
湊
室
該
興
盛
飼
晴
候
桐
！
渇
想
当
初
飼
秦
都
威
陽
減
〃
鉄
福
鉄
橇
壷

室
弛
守
諄
誉
惨
而
羨
王
一
人
〃
率
言
六
車
一
下
肥
亡
打
跨
。
飢
以
照
理
耒
謹
，
罵
王
今
天
応
侃
帯
薑
秦
主
王
璽
統

治
秦
地
変
階
却
下
造
窟
叡
，
這
鐘
対
大
王
絶
膳
割
勝
飼
中
化
咽
〃
旅
大
王
却
不
憐
燗
泥
！

》感調南山地方〃陰雨綿綿〃漫言至早〃売叫建天〃多還弛瘻隊桐！長安夜雲〃奔索鮪紀了羊夜伽

秋風／不知風雨又有那些人由年言而安宅・雲霧低照／蒙雰迷迷的雷冒小這″只見宵燦徹毎敵出雲

暴飼氷気〃深街月正当室照樹木需讓子〆所有鯛山脈只畏白萢捷的一片〃深紅鯛火炬迎撞新人，圧らｅ

幽
磨
事
，
好
像
傳
檮
釣
謹
Ｋ
泥
！
》
《
“
や
い
｝
４

舌
昌
短
飛
光
舸
！
飛
光
桐
！
亦
是
那
壷
地
流
転
個
不
停
咽
！
譲
栽
顔
愈
一
杯
酒
屯
！
我
不
扣
這
青
天
有
多
高
Ｉ

，浦遮不知這黄地有多厚〃裁但見月密日暖ノ時后催促壱人隅田寿命。含熊鯛人就艇胖〃含姪餉汰

就濯弱，那憲芦什魔神君飼存圧，那何以有十天頭王宰泥？仮疾亘鯛上天餉壼刀有鵬若木肘詰而莫

下震壱蜘燭飼火龍（指太陽，伝若木嘉冥前入拠）沙・我滴雲去斬揖龍宝〃噛食龍肉〃使乞朝景朱餅

廻転〃晩間不能入地〃加此一宋公那年老餉人也就不会死竺伽笠少飼人也就不会宍了の叩批一圭一

郡何腿再為長涛而台食白玉和蓄金泥マ．人人都長寿，《還管陀謹襄任公子溺荏雲中騎白漣？詰蕊如吐

，終是幻想』，責茂陵還不是煙葬薑達武帝的白骨っ而薬皇的屍臂也浬任鼬襄寓冥泥Ｉ人-飯寿命然究・
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藻
潤
飼
雲
彩
間
。

袖
忽
曲
西
山
鯛
太
陽
己
下
降
了
秒
東
山
畜
暗
注
死
〃
這
騎
神
朗
涜
風
叺
蕾
祷
馬
ノ
神
馬
圧
雲
上
行
走
・
飾
邑

飼
琴
演
租
淡
鯛
言
蕊
室
言
椙
湯
蕊
，
諄
穿
薑
托
徹
成
印
衣
裳
，
捺
鐸
地
走
汪
秋
室
上
・
風
認
薑
樹
葉
，
樹
千
紛
紛

下
落
・
莞
壽
票
比
〃
野
碓
雲
青
色
飼
完
狸
啼
笑
〃
罵
言
神
狐
二
代
去
了
・
古
垂
上
刻
雪
言
蕊
籠
金
這
害
毫
・
更
貢

雨
工
蔚
進
秋
潭
水
グ
年
歳
大
餉
蔑
鶴
成
了
木
怪
〃
笑
声
雲
碧
緑
飼
大
光
武
崇
妻
飛
壗
詮
宗
ゞ

中側鯏譲舳輕棚鮨雛や那賊細礪蜥継一加硫・噛郵姫蠅馴鰔鮴梢娠鯏謝含鯆州澱蕊一蓉維細臓馴弛順剛鯉

一
沢
，
呼
星
召
毫
末
城
杯
盤
・
山
完
末
衾
蒔
人
百
一
種
志
寒
由
感
賞
／
籍
南
山
的
日
色
已
砥
垂
半
湾
了
：
ソ
山
神
常

，
任
育
弓
無
乏
闇
。
禅
、
高
興
了
〃
神
薑
擢
了
〃
主
祭
的
人
也
領
色
開
朗
〆
最
議
遥
琶
万
神
菊
神
馬
同
青
山
吉
。

宮
不
宋
題
室
甫
是
先
輩
索
官
不
兼
，
官
庭
実
育
叩
秋
天
一
様
・
寂
蓼
冷
落
，
老
桐
樹
即
樹
枝
交
錯
取
陰
，
寶

舗
聞
箔
。
書
司
佐
実
行
定
建
慢
-
再
沃
問
匠
吏
「
富
来
否
」
／
迦
宗
官
不
末
／
裁
這
門
定
就
得
常
年
寂
静
幽
深
了

二
の
本
の
編
言
は
杜
明
、
「
臺
詩
宋
詞
欣
賞
」
が
二
五
ハ
舅
．
千
の
外
「
雲
壼
一
言
曽
読
本
Ｌ
と
朱
自
清
「
宮

請
一
三
曼
目
読
法
指
導
」
あ
杓
ご
丁
三
八
○
富
が
合
議
Ｌ
丁
洞
〃
「
中
華
言
国
五
十
八
茸
八
月
初
版
」
首
れ
か
ら
出

た
．
わ
辰
し
は
杜
朗
ぴ
ろ
人
琴
知
ら
す
、
石
に
引
い
た
語
訳
が
奏
際
に
￥
の
人
の
作
な
の
か
ど
う
か
も
Ｌ
今
切
・

是
棚
此
飼
短
桐
１
．

-１□〆巳◆マ毎●◆●』雫》』や今も一ゥごマ

巫
山
高
巫
山
之
上
緑
樹
叢
議
７
上
寧
天
空
◇
巫
山
之
下
錘
夫
江
浪
駕
割
濠
／
水
錨
漫
〆
旅
遊
汪
楚
田
孤
魂
（

遊
子
）
副
吐
尋
夢
，
寒
風
腱
然
-
曉
風
飛
雨
嗣
吹
汀
，
山
路
土
生
書
滑
雪
的
寶
蜑
。
濫
姫
一
云
離
此
己
是
一
千
茸

，
姻
今
只
育
丁
宙
節
門
和
噸
叫
餉
老
猿
。
山
上
朗
古
廟
高
蜑
於
天
シ
、
樟
近
月
堯
，
但
貢
月
富
寒
冷
勤
椒
詑
墜
落
任

●
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…
…
…
し
か
し
、
い
ま
私
は
、

人
々
が
今
い
差
怒
打
ろ
の
ぼ
、

う
い
の
勉
強
逹
口
じ
め
Ｔ
二
十
琴
あ
ま
〃
が
す
ギ
た
・
近
頃
、
ま
た
、
砺
弓
た
め
元
ら
い
の
恐
弓
し
き
、
達
馬

い
知
今
寺
、
桐
Ｔ
い
石
．
日
常
、
ら
い
の
診
察
で
・
舌
Ｌ
い
国
心
い
を
夫
、
ご
今
打
了
い
ろ
ご
と
が
多
い
せ
い
が
、
弄
打

が
ど
ん
享
古
い
本
で
あ
っ
て
も
同
じ
苦
し
み
空
述
べ
汽
言
票
に
は
．
時
代
を
こ
え
て
共
感
さ
ご
今
舸
ろ
・
医
学

史
の
上
に
有
名
豆
医
者
下
あ
っ
て
も
、
ら
い
に
閏
す
る
文
章
が
、
菫
に
占
今
崇
西
の
一
室
壱
の
ウ
ケ
ウ
リ
で
あ
る
と

壹
付
、
子
抗
が
い
か
に
博
学
で
あ
る
と
ぼ
い
え
．
臨
末
医
の
私
に
と
ラ
マ
け
、
〒
弓
ぞ
今
Ｌ
い
・
家
伝
と
か
枇
伝

と
か
い
わ
、
ろ
ら
い
の
害
岩
室
一
Ｔ
あ
う
了
も
．
臨
床
の
舌
Ｌ
認
ぴ
一
読
ら
楓
了
い
可
い
も
の
、
、
私
に
励
む
し
葛

Ｌ
ら
じ
ら
し
い
し
の
と
し
か
感
じ
ら
桐
な
い
。
こ
の
ご
言
・
払
何
・
ら
い
に
つ
い
丁
ｎ
・
霊
琶
に
む
き
、
あ
っ
て
・

ぞこか今わ寺、でろ哀歓にうらう弓去、打涙エラな、〉てんワ文献や報吉乏見聞する一一とびすぐなくず

つ
氏
。
・
辰
Ｌ
ひ
に
い
い
こ
と
を
言
っ
了
ろ
の
だ
け
桐
ど
、
実
際
に
苦
し
ん
で
い
る
高
人
に
と
つ
Ｔ
、
ぞ
ん
な
こ

ざ
か
し
い
言
票
が
．
何
の
救
い
に
も
な
ら
な
し
．
と
い
っ
た
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
．
マ
ん
な
ど
宍
．
た
と
い
売

れ
が
昔
の
本
下
あ
り
，
〉
了
洞
芝
書
い
た
の
が
黒
各
の
医
者
で
鹿
ぢ
う
と
も
、
〉
て
②
臨
床
の
重
奏
宝
、
に
共
感
を
調
ぽ

え
・
弄
制
が
ナ
た
、
旧
圭
の
私
の
臨
床
の
口
け
手
Ｌ
に
な
る
と
い
う
庇
記
事
が
-
尺
安
ら
な
く
な
つ
か
し
く
勺
っ

Ｔ
く
る
．
（
二
男
）

一

へ突雫やろも．のが得任していろ現実雪馬うと．読手ずに通と、了いお楓ワかう尺．

ラィと字壕と何の関健ぴあ石のか、とたずねろ方が坂にあるとＬ了も・い壬は説朋も｛二いわｈ

もせずに．この本から少し書宗ぬくことにする。

，

１

４

１

１

９

-

４

０

１

１

１

-

り

４

-

１

０

り

り

１

Ｐ

ト

ー

．

１

-

１

お
ぼ
弓
け
で
ほ
お
ろ
が
、
ひ
と
つ
⑦
す
じ
み

根拠が刀１ｈｈ下はなく、実ロ、らい

Ｉ
堀

’●

》

有
喜
た
ど
価
ろ
閑
い
が
Ｌ
了
い
ろ
。
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ろ
か
言
合
い
差
病
乙
人
区
特
に
威
霊
一
周
一
言
-
，
ｒ
例
で
感
電
ｒ
刀
曹
．
必
・
孝
》
｛

っ
点
Ｔ
あ
る
・
人
々
か
神
乏
敬
Ｌ
-
神
芝
恐
椥
ろ
の
と
同
様
に
-
ら
い
差
詔
同
た
よ
う
に
弘
侭
丁
思
え
ろ
．
中

古
、
ら
い
壱
を
「
も
の
よ
し
」
と
呼
ん
Ｔ
い
た
。
「
も
の
よ
し
」
と
は
．
一
元
日
辰
、
天
子
か
臣
下
に
拝
韻
差
た
ま

わ
る
こ
と
で
高
っ
た
。
子
、
と
同
じ
一
言
票
が
、
ら
い
音
に
用
Ｖ
ら
ｈ
こ
｝
と
自
舅
、
毒
味
深
い
も
の
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
．
五
節
句
に
な
る
と
、
街
へ
今
い
者
が
あ
今
わ
夙
了
・
「
Ｌ
の
よ
し
」
と
い
い
「
お
と
合
し
や
、
誌
の
供

御
」
と
呼
ん
だ
。
人
々
同
手
つ
了
、
米
や
蓑
を
「
も
の
よ
し
」
に
捧
げ
た
と
い
う
。
乞
食
の
形
態
②
堅
則
の
妻
達

た
ど
る
と
．
明
ら
か
に
〒
何
口
「
宋
一
罰
御
」
「
よ
川
神
」
の
雪
で
は
な
か
つ
た
か
．
「
も
の
よ
Ｌ
」
口
韻
に

《
●
袋
乏
奄
卦
川
・
穴
か
ら
眼
だ
け
出
Ｌ
了
い
ろ
姿
が
占
い
．
一
戸
同
病
爵
く
ず
打
在
領
差
か
く
す
庇
崩
と
・
鰭
の
世

の
人
、
-
ま
か
し
今
に
悪
っ
た
が
、
巽
何
．
そ
の
壕
自
体
、
仮
面
同
棟
．
御
達
表
拘
す
も
の
Ｔ
あ
っ
た
け
す
マ
あ

客
勾
威
霊
高
い
も
の
ぼ
と
撫
逼
砿
三
三
口
ら
い
に
か
ぎ
今
ず
、
非
業
の
死
差
と
け
た
人
々
達
御
霊
と
ま
う
壱

白
本
の
信
仰
で
お
っ
だ
．
生
一
、
な
が
ら
、
非
業
の
痛
い
達
舅
っ
た
人
口
霊
力
高
く
、
言
Ｌ
了
・
外
部
か
》
ら
未
ろ

→蒋霊芝防ぐ力があると・蒜〉元らく信じ今舸尺ごとでもあ再う．←村の境にら岬壱をお川祇‘も層へ一、向》

ロ

一

『

ｃ
肋
は
〒
の
あ
た
り
の
信
仰
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
》
》
：
《
《
《
三
が

←・翻陵に仕え・神に近いほずの陵戸の貢が《のちの弓けが洞多いものと差別表拘振『神と共に滋

ぶわぞ、おぎが》←一部の人々
仮伝承天、打芸謙術｛、ｈろど．滋芸の徒とＬ了いやし例今ｈ、へ河濤琶と

し了差別天、楓に神に杜える巫迂が。遊行のは了に一塑迂とな『丁定寶すると箒二に厳しい薑別

》
由
今
■
■

があった．一あよう可ヌロセスを更今と・らいを病む人もま辰・一戸と似淀軽過⑦のちに零落

ヒマリヲ灰と爵ｎ打ろ・現代鯛が感覚で藷ご幕上娠「偏見」筵含めつける前にこのような常

一

ロ
幸
砦
。
Ｌ
句
も
口

０》耐ｂ》勺一《寺守Ｊ
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一

民
の
中
の
ら
い
の
濤
識
の
伝
承
蓬
、
は
司
寮
仰
去
、
琶
至
一
と
が
大
切
秀
厭
写
い
か
や
ぞ
打
が
実
、
、
扁
見
と
の
戦

い
の
中
下
・
畠
も
深
薑
の
部
分
で
も
あ
言
う
か
。
←
←
《
．
：
←
←
ゞ
・

今
日
的
な
感
覚
で
・
桜
の
枝
歪
材
ろ
日
本
人
び
ぃ
つ
も
非
議
さ
れ
ろ
”
辰
し
か
仮
一
、
一
帯
制
は
ま
い
こ
ｚ
下
何
な

い
・
だ
ぶ
な
ぜ
樋
に
限
っ
で
、
あ
ん
な
に
も
日
本
人
同
校
を
祈
る
の
茂
巧
ウ
か
。
い
や
ぞ
籾
エ
リ
も
、
同
故
日

本
人
は
・
山
に
．
寺
社
に
桜
を
植
え
た
が
る
の
だ
ろ
う
．
な
ぜ
、
桜
だ
け
を
、
両
桐
だ
け
花
見
に
口
く
の
だ
弓
、
一
ノ
．

私
は
・
二
私
も
手
た
大
胆
に
す
裳
ろ
独
凱
了
は
あ
る
が
．
「
み
く
ま
り
の
神
」
の
御
爬
が
．
例
年
、
桜
花
に
よ
っ

司示寺、楓たのだと用っ了いろ。一人々
は山に咲く花乏、神の侭とし、一北の咲く日を車侭に豊耕をは

じ
め
た
の
で
ロ
可
い
か
。
花
見
と
何
虫
寺
、
の
茸
の
農
事
途
占
う
祭
り
で
あ
Ｕ
、
禰
竜
董
筏
に
上
フ
マ
吟
ロ
ラ
た
上
・

補
の
「
よ
〃
し
弓
」
と
し
丁
、
槌
の
一
横
乏
も
ち
か
え
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
山
の
な
い
土
地
の
常
民
は
、
社
に

樋
乏
植
え
・
莞
の
花
の
咲
く
下
で
霞
蕊
と
Ｖ
ウ
予
祝
を
し
た
は
ず
で
あ
る
二
甲
都
の
西
陣
で
生
壬
温
窟
っ
辰
私

が
禿
猿
が
咲
く
と
、
町
内
二
ぞ
っ
了
氏
神
で
あ
る
今
三
神
社
へ
「
お
千
亭
」
と
名
付
け
て
行
う
た
こ
と
も
、
今
か

ら
思
う
と
、
神
社
の
祭
で
画
ワ
く
．
常
民
の
祭
り
下
あ
、
尺
の
だ
。
寺
⑦
今
宮
の
桜
は
、
私
辰
宮
に
ょ
、
弍
析
う

机
、
し
可
か
つ
た
が
．
口
ろ
か
言
で
あ
柄
ば
．
〉
マ
の
一
枚
が
つ
や
つ
や
Ｌ
く
神
の
「
よ
川
ま
し
」
と
し
了
、
人
・
々

に
守
吟
洞
な
が
ら
、
岡
内
へ
運
は
打
及
二
と
で
あ
る
う
。
日
本
人
の
腿
の
騨
壱
に
、
掻
乏
み
洞
ば
一
技
手
杭
ろ
、

信
仰
が
一
す
じ
あ
る
の
で
口
呵
い
か
．

病
床
に
一
折
〃
の
寿
司
冨
何
在
見
に
て
（
ニ
ニ
ハ
ー
一
三
一
九
一
員
）
。
，

八
霜
記
・
ゞ
弱
ｖ
擬
昌
昔
燭
雀
騨
句
一
・
誤
ゞ
ｍ
・
一
画
．

-．：．、。：．！←’１-、ゞ
ラト｜；圏，鯵圧一や、ワ皇置八｛とうすピフ宅。『芋美の三谷論芝ヅマにＬ元氏の本歌津…
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一 寺 一 一 一

色
で
他
、
す
べ
丁
黒
色
で
あ
る

。
萌
蓉
閨
肥
組
五
十
一
年
丙
表
六
白
金
星
沙
中
土
元
旦

大
祭
や
獣
に
漂
て
尺
ろ
橇
の
鶴
胃
鯛
子

龍
陽
の
ほ
ぼ
蚕
入
を
わ
か
て
工
漁
菫
亭

昇
衆
、
こ
こ
宕
奈
野
の
忘
椚
霜
健
翻
齋

天
鯛
仮
し
も
な
ん
ぢ
浅
机
た
り

潭
鏡
館

ゞ
六
花
と
よ
實
に
嘆
く
何
何
姜
星
癌
匡
人

白
馬
乏
駅
し
ぞ
の
の
ち
知
ら
ず
風
松
子

金
壼
し
た
た
楓
Ⅳ
傾
く
わ
が
齢
螢
星
亭

星
冨
の
ワ
に
か
な
し
か
ろ
ら
む
短
窒
齋

沙
汰
な
し
に
毒
の
筒
罵
初
名
吉
石
根
舘

中
育
に
掴
わ
か
・
ｐ
ひ
ろ
が
へ
る
天
影
人

土
遁
よ
り
水
遁
あ
ほ
価
山
捺
蛇
・
鴫
夷
子

：
一
期
一
會
の
く
れ
ワ
ゐ
壬
引
表
、
薇
帳
亭

樹
濯
あ
あ
壽
舜
ぴ
お
ぼ
何
Ｌ
漠
吉
雲
齋

・
百
味
と
て
浸
励
豪
に
に
ぴ
け
、
漂
衣
館

｡

０

◆

ｆ

ー

１

参一 一
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示
第
三
思
（
元
細
八
年
汗
栄
-
錨
）

・

・

』

や

■

●

■

争
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富
の
讃
を
ひ
ろ
Ｖ
出
し
て
お
く
こ
と
が
便
宜
だ
ろ
っ

元
細
９
甲
午
郡
幽
歳
畏
遅
か
ら
三
台
へ
帰
り
．
上
月
に
ｎ
反
人
の
張
徹
菱
頼
っ
て
弼
州
へ
と
旅
し
厘

元
相
Ⅷ
丙
申
躯
記
歳
播
州
か
ら
昌
台
へ
帰
う
匠
．

こ
の
年
譜
ロ
朱
自
漬
の
「
李
雪
年
譜
」
芝
修
訂
顛
絢
Ｌ
た
も
の
と
忠
わ
打
ろ
が
、
い
ず
制
も
問
題
け
の
二
つ
了

い
ろ
。
箒
の
問
頴
を
「
帰
郷
」
と
い
う
場
面
か
今
眺
切
る
こ
と
も
で
き
．
￥
う
す
石
た
例
に
、
帰
郷
脈
関
連
す
る

【
ヨ
『
-
、
ノ
年
迅
一
一
．
Ａ
ｒ
Ｐ
、
ノ
ー
４
４
一
戸
ｈ
も
、
フ
グ
、
」
ニ
ダ
ー
ド
一
国
民
子
-
Ｐ
ご
』
ｐ
、
ノ
、
〃
、

種
ろ
か
ら
す
む
雲
蓋
宗
の
大
祭
薑
憲
人

八

譜

託

・

伽

ｖ

帰

郷

一

画

説

・

句

・

一

画

一
江
五
六
琴
勇
、
ｎ
た
Ｌ
、
李
買
の
「
舂
隔
昌
壹
」
「
昌
沓
詩
」
に
つ
い
了
「
帰
郷
」
と
題
す
る
一
女
芝
草
し

『
方
向
』
第
六
号
（
同
年
九
月
二
十
五
泪
刊
）
に
の
せ
た
。
「
昌
台
論
」
差
独
吟
騨
句
と
考
え
た
の
は
￥
の
と
ま

だ
．
考
え
は
あ
や
ま
つ
了
い
な
い
と
信
ず
ろ
け
制
と
も
、
「
帰
郷
」
ぞ
⑦
も
の
は
ま
ず
届
今
け
で
全
面
閉
に
書
宗

改
切
な
ｎ
脚
ぱ
今
の
わ
灰
し
と
し
可
・
は
人
前
に
出
せ
な
い
。
〒
ｈ
乏
こ
の
弓
下
と
色
思
う
た
び
、
用
壽
不
定
で
手

か
ワ
か
め
，
こ
こ
下
口
、
莞
の
予
儒
的
な
貢
書
乏
順
亭
も
と
と
、
え
ず
に
ほ
う
り
出
Ｌ
て
お
く
だ
け
Ｔ
あ
る
。

荒
丼
健
『
李
雪
』
付
載
一
李
舅
年
譜
-
一
に
託
す
箒
の
腺
郷
、
沢
の
皿
条
下
あ
る
。
２

元
和
５
実
舅
叩
加
涛
罰
潭
荷
（
洛
陽
）
の
、
官
吏
稼
用
試
験
の
地
方
予
選
に
合
格
．
中
宍
の
本
試
溌
蝸

（
進
士
科
）
を
受
け
ろ
た
榊
上
京
Ｌ
た
が
、
受
驍
舅
旙
王
奪
わ
ｈ
・
昌
合
へ
帰
っ
た
。

一元粗８葵巳距．や．乃蟻害、病気芝理由に辞職し、昌否へ帰っ辰。十月、洛陽に出了皇甫凝陀

〆
』
Ｌ
言
ｈ
■
別
タ
ｃ
ｂ
ｐ
ｐ
ｒ
、
、
Ｐ
Ｉ
Ｐ
辞
■
■
Ｄ
『
』
、
■
-
ｂ
身

■

寺

と
会
っ
辰
巌
、
颪
ひ
上
京
。

ー

●

、

４



金
銅
仙
人
詩
淳
歌
ｇ
ｇ
（
元
細
八
年
作
？
朱
謂
）

酒
罵
張
大
徹
澪
鼈
騎
張
和
訓
溌
箒
邑
農
（
元
粗
九
茸
作
朱
誇
）

に
細
里
籍
叛
皇
甫
堤
９
ｓ
（
元
細
八
年
作
刊
宋
譜
一

南
園
十
三
苗
己
急
１
己
冨
（
元
扣
八
年
作
繁
諾
）

感
調
五
首
四
二
、
’
四
局

鋤
濤
行
二
首
笘
浸
呂
宕
（
元
和
、

致
酒
行
画
呂
（
元
和
五
年
作
朱
誇
）

に
粗
里
籍
叛
皇
甫
堤
９
ｓ
（
元
細
八
年
作
刊
宋
当

劔
濤
行
二
首
笘
浸
呂
宕
（
元
和
八
年
序
栄
譜
）

三
月
過
行
宮
匡
畠
（
元
扣
八
年
作
）

昌
台
読
書
示
巴
壼
竺
農
（
元
和
八
年
作
朱
譜
）

巴
重
言
望
蟹
（
元
和
八
耳
作
朱
謝
）

富
蕗
望
笛
ゞ
へ
元
細
十
一
迂
海
峯
鍔
）

河
陽
歌
望
釡
へ
（
元
和
九
茸
作
兼
鰭
）

巴
童
琶
望
蟹
（
元
和
八
耳
作
朱
嵩

出
城
ご
淫
（
元
細
五
年
作
東
譜
）

將
発
申
一
屋
（
元
細
九
・
毒
作
去
粥
）

の

昌
登
北
園
執
事
四
言
国
已
、
〃
ご
宗
（
元
和
八
茸
汗
朱
詣
）

路
州
狽
大
宅
痴
酒
遷
江
倹
寄
上
十
四
元
望
践

王
溶
蟇
下
昨
”
：
望
雪
（
元
細
九
’
十
一
年
汗
系
譜
）

Ｆ
全
一
子
・
や
守

■

マ

ー

ロ

町

の

甲

早

トー・》。■苧、〉・峪．一・

令凸》
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穎
帰
夢
烏
．
（
元
和
六
１
．
八
年
作
朱
電
）

経
沖
苑
尾
室
（
元
細
ハ
年
作
朱
諸
）

出
城
馴
張
ヌ
新
酬
李
藻
《
四
一
四
（
一
元
和
八
年
行
未
零
）

喜
一
半
懸
案
私
路
紹
観
（
元
和
九
年
作
一
束
謀
）

「
朱
錯
」
が
推
定
す
る
二
桐
ら
の
作
時
、
以
後
の
斫
寅
者
も
多
く
踏
雲
す
る
．
Ｌ
か
し
六
三
、
に
も
言
っ
た
よ
、
つ

に
「
朱
譜
」
￥
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
の
で
こ
の
作
爵
シ
マ
、
〒
例
に
再
検
討
し
な
げ
打
ぼ
な
ら
な
い
。

開
終
歌
望
淫
（
．
（
元
粗
五
茸
作
耒
請
）

春
帰
昌
首
〕
一
萱
（
天
組
八
年
箙
宋
塔

昌
谷
請
い
一
忽
（
元
細
八
簔
作
未
毒
）

銅
駝
悲
里
謡
（
元
租
八
写
作
未
着
）

自
昌
雪
到
洛
後
門
哩
一
電
（
元
組
八
奔
作
宋
垂
ご

亡
月
一
日
暁
入
太
行
山
望
霊
（
元
和
八
五
汗
宋
慧
）

七
月
一
日
暁
入

北
中
寒
竺
忠

這
毒
仁
奏
只
乗
竺
温
（
元
和
八
一
ヰ
両
弄

り

洛
陽
城
沁
篁
甫
浸
』
霊
（
元
祖
八
茸
作

畏
牢
箭
頭
歌
二
三
（
元
和
九
茸
作
末
譜

京
城
烏
一
〕
（
元
祖
六
’
八
年
作
失
講
）

穎
帰
夢
烏
．
（
元
和
六
１
．
（
年
作
朱
粛

径
鯲
宛
侘
三
二
兀
姻
ハ
年
作
朱
諸
）

ｐ - 一
回 一 一

二 《 ０
- Ｊ

， 四
戸 、 ０ １
-

ｍ ′ 一 、
畑 へ 元
八 元 和
茸 祁 八
i 乍 八 年
末茸１千
譜ｉ下朱､ - ′ 朱 請
勇、-／
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